
2026年度（令和8年度）島根県立青少年の家サン・レイク主催事業

／ やさいの皮を ＼
アップサイクル！

（たまねぎをつかった草木ぞめ）

／ 竹を ＼
アップサイクル！

ホームページ Facebook LINE

／ いのししの革と肉を ＼
アップサイクル！

（レザークラフト ＆ ジビエカレー）

（竹のしょっきづくり、竹あそび）

定 員：24名(希望者多数の場合は抽選をします)

場 所：サン・レイク、旧出雲市立東小学校

参 加 費：1人4,500円

※詳しくは裏面の要項をご覧ください。

アップサイクルって？

キッズチャレンジ②

10/31（土）～11/1（日）１泊２日 対象：小学１～３年生

アップサイクル！なにつくる？
○○がクールにだいへんしん！

アップサイクル！なにつくる？
○○がクールにだいへんしん！

すてられてしまうものを、やくにたつもの・すてきなものにつくりかえること。
つくったものは、もちかえってつかえるよ！

かわ にく かわ



３ 場所 島根県立青少年の家サン・レイク（敷地内）、旧出雲市立東小学校

切り取り

「キッズチャレンジ②」

参加申込書 9/17（木）必着
ふりがな

参加者氏名

保護者氏名

生年月日
 年 月

日

性別

学校名 学校 学年  年

住所
〒 －

島根県

電話番号

メールアドレス

自由記述欄

【申し込み・問い合わせ先】
  〒691-0074 出雲市小境町1991-2
  島根県立青少年の家（サン・レイク）

   担当 研修支援課 安井 裕紀
Tel ：0853-69-1316 Fax：0853-69-1016

～アップサイクル！なにつくる？ ○○がクールにだいへんしん！～

参加申し込みにあたって

２  日程 ※屋外活動は小雨決行です。荒天時は予定を変更する場合があります。

１  事業のねらい

５  参加申込の方法（下記①②いずれかの方法にてご応募ください。）

10月31日（土）

9：00 受付（サン・レイク）

9：30 はじめの会 なかまになろう！  

～活動内容～

★クイズラリー アップサイクルってなあに？

（サン・レイク敷地内～旧出雲市立東小学校）

★つくってみよう！あそんでみよう！

竹の食器（はし、皿）、竹モルック等

★たべてみよう！ ジビエ料理 カレーライス

21:00  就寝（サン・レイク宿泊室）

11月1日（日）
6：30 起床

～活動内容～

★つくってみよう！ いのししの革で工作
（キーホルダー）

★つくってみよう！ たまねぎの皮で草木ぞめ
（サコッシュ）

14:30 おわりの会
15:30 解散（サン・レイク）

2026年度（令和8年度） 島根県立青少年の家サン・レイク主催事業「キッズチャレンジ②」 【開催要項】

4,500円（食事代、保険代、シーツ代、その他活動等の経費）
※携行品等、詳細につきましては、参加決定後にお知らせします。

４  参加経費

７ 連絡事項
・応募者多数の場合は、学年や男女の数を考慮したうえで

抽選を実施し、その後、当選の方のみメールにて結果を
お知らせします。（9月20日までにご連絡します。）
・個人情報は適切に管理し、この事業に関する事務のみに
使用し、法令等に定める場合を除いて第三者に開示するこ
とはありません。

６ 下記について、ご了承の上、
ご応募ください。

・事業中に撮影した写真や製作物、アンケート等を当
施設の事業に関する報告書や広報等に使用し、ホーム
ページやブログ、Facebook等にも掲載することがあり
ますので、予めご了承の上お申込み・ご参加ください。

島根県内の

小学１年生から

小学３年生までの

24名を

募集します。

②郵送の場合
下の参加申込書に必要事項を記入し、
下記の申し込み先へ郵送してください。

9月17日(木) 必着 

①電子申請の場合
右の二次元コード、またはサン･レイクのHP

から、「しまね電子申請サービス」にログイン
し、必要事項を入力し送信してください。

9月17日(木)まで

むしとりもす

データの受け取りが可能なアドレス

○異年齢集団での自然体験や社会体験を通して、主

体性や協調性、自己肯定感などを養う。

○アップサイクルに焦点を当てた活動を通して、身

の回りにあるものの有効活用について興味関心をも

つきっかけをつくる。

11月1日（日）
6：30 起床
～活動内容～

つくてみよう！ ジビエで革細工

14:30 おわりの会
15:30 解散（サン・レイク）

【協力】東小学校区の地域のみなさん

○自然体験や集団生活を通して、主体性や協調性、自己肯定感などを養う。

○アップサイクルに焦点を当てた活動を通して、身の回りにあるものの

有効活用について興味関心をもつきっかけをつくる。
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